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はじめに
　今日は、世界遺産とともに生きる、生活す
るということの様々な側面や意味合いについ
て、ヨーロッパの事例からお話をしたいと思
います。　
　私は、ICAHM（イコモスの考古学的遺産の
管理運営に関する国際委員会）の委員長を務
めています。まず、この委員会が世界遺産の
推薦にどういう役割を果たすかについて、次
に歴史遺産がもつ本質についてお話したいと
思います。　
　歴史遺産の保存管理・マネージメントにお
いて、資産の近隣に住む人や利用者を含め、
すべての関係者の視点を十分理解する必要が
あるということが、近年重要視されています。
それについては、ヨーロッパの具体的な事例
を取り上げて、紹介します。
考古遺跡を守る
　世界遺産条約の第 1条には、顕著な普遍的
価値をもつ文化遺産の定義が示されています。
この条約は、ただ単に人類にとって稀有な価
値があると考えられる遺産にだけ、また、世
界遺産を保有する国にだけ、関係しているの
ではありません。その他の地域や遺産にとっ
てもたいへん重要な意味があるのです。
　各国が条約に調印する時には、第 5条につ
いても同意することになります。第 5条には、
「条約締結国は文化遺産の保存管理・マネージ
メントについて政策・指針を策定し、その実
施に向けて尽力すること」とあります。ここ
で世界遺産と、私達の足元にある遺跡、いわ
ゆる考古遺産との間に関連性が出てくるわけ
です。天皇陵古墳のような巨大な構造物と比
べると、なかなかイメージが難しいのですが、
それでも、今は目に見えなくなってしまって
いる小さな遺跡が足元にたくさんあって、そ
れらも関連しているわけです。
　多くの考古学的遺跡が共通して抱える問題
は、それが埋蔵された状態にあり、実際そこ
に埋もれている重要な遺物や過去に関する情
報を直接見ることができないことです。多く
の国々で、この第 5条は、文化遺産の保存管
理状況やシステム改善のためのきっかけとし
て利用されています。地上で目に見えている
歴史遺産・遺跡というのは氷山の一角で、そ
の周辺に見えない大事なものがたくさん埋ま
っています。この条約の主な目的は、顕著な
普遍的価値をもつ、世界で最も重要な遺産に
ついて、それを正しく認識し、一覧表に記載
し、保存管理を担保することにあります。
世界遺産登録のプロセス
　ここで、世界遺産になるまでのプロセスに
ついて、お話したいと思います。資料（P.57）
に世界遺産の登録の流れが書いてあります。
各国の政府は、世界遺産の候補となる資産の
リストである「暫定一覧表」と呼ばれるもの
の中から選んだ資産をユネスコに推薦します。
それを受けて、21か国からなるユネスコ世界
遺産委員会が世界遺産登録の可否を決定しま
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すが、その前に諮問機関から意見を聴取しま
す。
　諮問機関には 2 種類あります。 1 つは、
IUCN（国際自然保護連合）といい、自然遺産
の推薦に関してアドバイスをします。これは
豊富な資金をもつ政府の組織で、約 1千人の
スタッフが全世界に散らばっています。
　それとは対照的に、文化遺産の諮問機関で
あるイコモスは、専門家のボランティアによる
非政府機関で、事務局としては 5、 6人のス
タッフがパリの小さな事務所にいるだけです。
推薦されたすべての文化遺産に関して、世界
遺産委員会が設定した評価基準に沿って、専
門家のボランティアが評価の手助けをしてい
ます。ですから、イコモスは各国の国内委員
会だけではなく、各分野における専門家から
なる国際学術委員会も設けています。イコモ
スが世界遺産委員会に対してアドバイスや勧
告をする際には、それぞれの資産の性質や顕
著な普遍的価値の種類により、それぞれの分
野の専門家が参加します。
　考古学的遺跡に関する専門家は、たいてい
私が所属するICAHMに所属しています。他
にも考古学的遺跡に関連する委員会は 2つあ
り、国際水中文化遺産委員会とロックアート
（岩面画）委員会があります。
　ICAHMは、国際的な規模で考古遺産の保
存管理・マネージメントに関わる唯一の専門
機関です。ですからICAHMにとって最も大
事なことは、その水準を確実に守り、最善の
手法による考古遺産の保存管理をめざし、そ
の統一的な基準を設定することです。さらに、
考古学の専門家同士の国際的なネットワーク
を築いて様々なノウハウを共有・普及すると
いう目的もあります。会議を主催したり、関
連出版物を出したりもしています。それから
最後に、これも大変重要なことですが、考古
学的遺跡の世界遺産推薦について、実質的な
支援を行います。まさに、今私がここにいる
理由です。可能な限り最善の推薦書を作るに
あたって、考古学的な観点、そして西洋人と
しての視点からアドバイスをしてほしいとい
う依頼をこの事務局から受けて、私はここに
来ています。
　これで私の役割について、おわかりいただ
けたことと思います。
歴史資産の本質
　次に、歴史遺産の本質について、お話しし
ます。
　考古学は過去を研究する学問です。しかし、
歴史遺産の研究は、現在における過去の役割
が何であるかを知ることです。歴史遺産に意
味が見出されるのは、多くは過去を利用して
アイデンティティーや権力を正当化するため
です。ですから、考古遺産をマネージメント
するということは決して中立ではなく、常に
ある程度の政治的にデリケートな問題をはら
んでいます。発見された考古学的遺跡や遺物
が歴史遺産として保存される場合、また、例
えば遺跡公園のような形で恒久的に展示され
る場合、常に政治的な意思決定のプロセスを
経ていますし、それ以上のことがある場合も
あります。
　歴史を支配権の確立のために利用した非常
におもしろい例が、古代バビロニアにありま
す。紀元前 6 世紀にもさかのぼるこの例が、
おそらく我々の知る限りで最も古い事例でし
ょう。古代バビロニアの主要都市の 1つであ
るラルサ（現在のイラク）で楔形文字が刻ま
れたレンガが見つかりました。そこには「バ
ビロニア最後の王のナボニドゥスが、1000年
以上隔てた遠い先祖であるハンムラビ王の神
殿を発掘し、復元したことを記念する」と書
かれていました。これは、いわゆる考古学的
な発掘調査について書かれた最初の文字資料
であると同時に、発掘により過去を再発見す
るという手法を用いて意図的に、その時の権
力が過去から継続した正当なものであること
を物的証拠と結びつけたことを示す驚くべき
資料です。
　このような例で、おそらく最も極端なもの
がエルサレムです。ここの遺跡は現在この地
に住むユダヤ人にとって宗教的に重要な意味
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をもっていますが、キリスト教徒、そしてイ
スラム教徒にとっても重要な場所です。
　この遺跡の目に見えない価値は膨大なもの
で、そのため、何世紀にもわたり政治的な争
いがあり、また戦争にもなったわけです。そ
していずれの場合も、なぜ遺跡や廃墟、とき
には景観全体が歴史遺産になり得るのか、ま
たその価値がその場所にあることと深く関係
しているのかを明解に示しています。それは
歴史遺産がもつ無形の価値がとても重要だか
らです。
　そのことに加えて、世の中があまりにも早
く変わるために、逆に変わらないものを大事
にするという風潮もあるでしょう。価値とい
うものは、時間の経過とも関係しています。
そういう意味で、考古遺跡や遺物は、他の建
造物や構造物などとは違い、時間の経過が歴
史遺産としての価値に常に反映されています。
　歴史遺産の特徴の 1つに、その評価が常に
主観的であるということがあげられます。す
なわち、評価を与える人のバックグラウンド、
例えば教育レベル、先入観、個性、経済的な
利害関係や政治的な目的などにも左右されま
す。このように、歴史遺産というのは常に議
論の対象となるため、その評価にあたって、で
きるだけ多くの利害関係者の意見を取り入れ
ることが、より広い視野で評価する唯一最善
の道だと言われています。そういった理由か
らも、世界遺産の推薦準備にあたり、常に地
元住民との協議を進めることが重要なのです。
　ヨーロッパでは、多くの歴史都市が世界遺
産に登録されています。近年までは、街の中
心部が世界遺産になる場合でも、地元住民は
たいてい、世界遺産の推薦から登録までのプ
ロセスについて全く知りませんでした。地元
自治体でさえその準備のプロセスにあまり関
与していないこともありました。そのため、
例えば地元の区画整理計画が世界遺産登録の
ために変更されたにもかかわらず、その地元
の開発や経済に対しての影響が十分に検討さ
れていなかったということもありました。
　これは、世界遺産登録にあたって国の中央
政府や専門家が中心となって取り組み、それ
にまかせすぎていたことに起因しています。
このような状況は、各国の政治的、法的な制
度により異なります。ヨーロッパの国はみん
な同じだと思われているかもしれませんが、
実際にはそれぞれの国によって大きな違いが
あります。
地下に埋もれた歴史資産
　ヨーロッパのたくさんの街で、その中心部
が世界遺産になっているのは、重要な歴史が
そこにあるからです。ただし街の歴史の重要
な部分は、大半が地下に埋もれていて、発掘
して初めて現われ、世界遺産の重要な構成要
素になり得るのです。
　しかし、このことは十分に認識されていな
いことが多く、保護されているはずの街の中
心部でさえも、地下の埋蔵文化財に対して何
の措置もとられることもなく、大きな工事が
行われてしまうこともあります。もちろん新
しい下水道を設けることも必要でしょう。し
18．破壊された考古学的情報
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かしそれには、考古学者の監視のもとで、き
ちんと事前の発掘調査を行うべきです。百舌
鳥・古市古墳群の場合でも、古墳の周りには、
もちろん埋蔵文化財が現在の道や庭の下に隠れ
ているので、そういった措置が必要でしょう。
　事務局が作ったリーフレットに描かれた古
墳の築造当時の絵をみますと、古墳の周りに
建物やその他の構造物が、たくさんあります。
ですから、古墳周辺の建物の高さを規制しな
くてはいけないと同時に、地下に影響を及ぼ
す工事に関しても規制が必要です。
　ヨーロッパでは、現在の街の下に歴史的に
重要な過去の街が遺跡として残っているとい
う例が少なからずありますが、例外を 1つ紹
介しましょう。
歴史資産の保存
　ヨーロッパには、古代ローマの時代に成立
し、そこからずっと続いている街がたくさん
あります。ローマ帝国が紀元400年頃に崩壊し
た時は、ちょうど百舌鳥・古市古墳群で最初
の古墳が造られた頃ですが、古代ローマの街
が崩れ去り、そこに中世の街が成立します。
そして、その上に近代の街が発展していきま
す。ですから、こういった街では、多くの場
合、昔の街は今の市街地の下に埋もれている
のです。　　
　ただ、例外はいくつかあり、例えばドイツ
のクサンテンという街もその 1つです。その
街は、オランダとの国境近く、ライン川のほ
とりにあり、典型的なローマ時代の街として
造られました。道がまっすぐ通り、街の中央
に皇帝を崇めるための神殿があり、そして、隅
には剣闘士たちが戦った円形闘技場がありま
した。そして他の多くのローマ時代の街と同
様にこの街も、周辺民族の侵攻により、 4世
紀になって格段に規模が縮小しました。
　この時代は、キリスト教の普及活動が広が
った時期とも重なります。皇帝を崇拝するこ
とを拒んだキリスト教徒を、ローマの国家は
迫害し、宣教師を処刑しました。
　同じことは、クサンテンでも起こりました。
2人の宣教師が処刑され、当時は街の外にあ
った道の近くに墓がつくられ、埋葬されまし
た。中世の初め、紀元600年頃に、この宣教師
が殉教者として崇められるようになり、聖人
とされました。そして墓のあったところには
教会が建てられました。その結果、中世の街
はその後、古代ローマの街と重なる場所では
なく、その外にあたる聖人墓がある教会周辺
で発展していったのです。ですから、街の名
前は「アット・ザ・セイント」、聖人のとこ
ろ、ラテン語ですと「アド・サンクトス」と
なり、現在のクサンテンとなりました。
　これはとても珍しい例です。ローマ時代の
街が近代または中世の街と重なっていないと
ころは少ないのです。そのため、ドイツの政
府は、これを遺跡公園にしました。街の隅に
円形闘技場があり、そしてライン川まで掘ら
れた水路があります。最近建てられた住居な
どは、この公園の範囲からほぼ撤去され、ほ
んの数件農家が残っているだけです。最後の
農家が立ち退くまで、現在の道路を残すこと
になっています。今、ここに住んでいる住民
はそのまま居残ることが認められていますが、
子どもの世代は住み続けることはできません。
ですから、最終的にはこの公園には、新しい
建物はなくなります。政府が土地を買い上げ、
住民に対して補償をします。この遺跡公園の
東に、中世から現在まで続くクサンテンの街
があり、その中央がクサンテンの大聖堂で、
今も聖人たちはここに葬られています。
　クサンテンのように、過去の街と現在の街
19．クサンテンの遺跡公園
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が重なっていないところと、ヨーロッパの他
の大半のケースのように重なっているところ
とでは、住民にとってその遺跡の意味合いが
違うことは明らかです。前者では現在と過去
の間に断絶があり、後者ではそれがありませ
ん。遺跡の上に住む何万という人達を立ち退
かせて遺跡公園をつくった国もあるようです
が、ヨーロッパでは、法律でそのようなこと
は認められていないので、事例はありません。
また、人権を侵害する可能性もあるようなそ
うした方法が、よい解決策とは考えられてい
ません。クサンテンの事例のように、大規模
な定住集落がその場所につくられる前に遺跡
公園化されたという状況は、実に理想的な姿
だと思います。
　最近、中国の四川省成都に行きました。そ
こでは金沙遺跡という考古遺跡の公園化をす
すめていて、状況はとてもよく似ていました。
発見された古代の街は、紀元前 1千年ごろの
街で、成都の街は別の方向に拡大したので、
遺跡全体を公園にすることができました。百
舌鳥・古市古墳群の場合は、この 2つの例を
合わせた形がよいかもしれません。
　百舌鳥・古市古墳群では、世界遺産となる
資産全体を遺跡公園にできないことは明らか
でしょう。あちこちに分布している古墳が、
全体として 1つの世界遺産として推薦されま
す。人が入ることができない古墳もたくさん
ありますが、それぞれの古墳を公園とみなし、
取り扱うことができるのではないでしょうか。
また先ほども触れましたが、古墳の周りは家
が密集しています。そこで起こっている様々
な出来事への対処も、何らかの形で検討して
いかなくてはなりません。
地元住民の関わり
　ヨーロッパでは、地元住民が意思決定に関
わることによって、大きな変化が起こりまし
た。ユネスコへの推薦のプロセスにおいて、
専門家や自治体に加えて住民が重要な役割を
持つようになりました。世界遺産登録により
経済的な不利益が生じることを恐れた住民が
反対をして、推薦のプロセスが中止になった
ことがあります。
　オランダは標高の低い国で、海の近くにあ
ります。ですから、堤防や運河、干拓のため
のポンプなどを網のように巡らせて、陸地を
造り出しました。ポルダーと呼ばれている干
拓地です。「世界は神が造りたもうたが、オラ
ンダはオランダ人が造った」というジョーク
があるくらいです。
　ノースイーストポルダー、北東干拓地と呼
ばれているところは、第二次大戦直前に特徴
的な設計に基づいて造成された干拓地です。
この地域は、スホクランドと言われる、本来
は島であったところを取り込んで造られてい
ます。この島はオランダ最初の世界遺産とし
て推薦されました。この島には紀元前 2千年
ごろから人が住んでいました。現在はノース
イーストポルダーの干拓地の一部となってい
ますが、今日まで継続的に人が住んでいたわ
けではありません。1859年に、大きな嵐によ
り島は壊滅的に荒らされ、人が住むことがで
きなくなりました。その後、干拓地の一部と
なり、再び陸地となったのが1940年、第二次
世界大戦の始まるころです。この場所は、小
さな範囲ですし、陸地と水、建物や堤防の遺
跡が少しあるだけなのです。しかし、象徴的
な価値が非常に高く、オランダ人がいかに水
と苦闘してきたかということを表すこの島が、
オランダ最初の世界遺産になった理由は明ら
かです。
　世界遺産に登録された数年後に、オランダ
国立歴史遺産研究所の専門家は、ノースイー
20．スホクランドの情景
─ 33 ─
ストポルダー全体を含むように資産範囲を広
げる計画を立てましたが、これはかなりの論
争を呼びました。
　ノースイーストポルダーは、完全に人工的
な場所です。1940年代に地理学者達が、デザ
インをし、まず小さな街を中央において、周
囲に放射線状や円周状に道路をつくり、その
交差するところには小さな村落を設けるとい
うプランで建設しました。また、この新しい
土地への入植を厳しく規制しました。国内の
様々な地域や異なる信仰を持つ集団の中から、
若干名の商店主、職人、そして農家の若い夫
婦などの入植が許可されました。全てが、社
会地理学の教科書から抜きとったモデルのよ
うで、今から思えば、人口集団そのものを含
め、人間の環境全体を人工的に作ろうとした、
非常にユニークな実験であったともいえます。
　そのままこの推薦のプロセスが進んでいれ
ば、世界遺産委員会で、これは十分に顕著な
普遍的価値があると認められたと思います。
ただ、当初、推薦準備に関わっていたのは、
国立歴史遺産研究所の専門家と地元州の政府
内の数人と、限定されていました。
　この計画が公表された時、そこで農業に従
事する人たちは、全く喜びませんでした。世
界遺産の価値は、やはり大部分が手つかずの
オリジナルな状態で保存されていることにあ
ります。しかし今でもそこで農業に従事する
者なら、1940年代に区画整理された小さな区
画で耕作するだけでなく、もっと大きな機械
を使って、広い耕作面積を耕してビジネスを
拡大したいなどと思うのが当然でしょう。世
界遺産になると生業にも非常に厳しい規制か
かる、伝統的に続けられてきた手法を大幅に
変えることができなくなってしまい、自分達
の農業は経済的にも発展せず停滞してしまう、
と考えてしまいました。
　誇張を交えて話をしていますが、やはり経
済的に停滞してしまうリスクはあったと思い
ます。この場所は、いくら世界遺産となって
も、他の事例と比べて、不利益を埋め合わせ
てくれるほど、たくさんの観光客が来て、お
金を落としてくれるような場所ではないでし
ょう。そして数年前、オランダの世界遺産暫
定一覧表が再編成されるときに、ノースイー
ストポルダーの地元自治体は、推薦に向けた
最終的な意思確認を求められました。このと
き、地元の住民は、本当の意味で推薦には関
わっていなかったため事情がよくわからず、
やはり世界遺産登録を自分達の生業の発展に
とって障害になると捉えたようです。極端な
反応ですが、反対が多く、市議会で投票した
ら推薦は否決されました。中央政府はその結
果を受け入れ、推薦を取り下げました。
　現在、世界遺産の範囲は、ノースイースト
ポルダー全体よりはずっと小規模なもので、
原案どおりスホクランドを中心としています。
こういう事例をみますと、やはりすべての関
係者が推薦のプロセス段階から参画していく
ことが、いかに重要かがわかります。
歴史資産のディズニーランド化現象
　これとは全く反対に、地元の経済的な利害
関係が強く影響し、専門家の提言が十分聞き
入れられない場合もあります。その結果、極
端に経済的な実利を追求した開発が行われ、
不適切な観光客の流入、世界遺産の資産保存
状況の悪化、構造物の不適切な復元や増改築
などにより、資産本来の価値が損なわれること
があります。そこで、これを歴史遺産の「ディ
ズニーランド化現象」と呼んだりしています。
　その事例を 1つ紹介します。ロシア連邦の
タタルスタン共和国にある、ボルガルの遺跡
群と呼ばれる中世の街です。この街は、 7世
21．ノースイーストポルダーの設計
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紀から15世紀に存在したヴォルガ川流域のボ
ルガル文明早期の定住地で、中世都市として
の価値が認められ、世界遺産に推薦されまし
た。この遺跡は、13世紀に黄金軍団と呼ばれ
たキプチャク・ハン国の最初の首都で、13～
14世紀にかけては、モンゴル帝国の北西部に
属していました。主に、モスクやミナレット
（尖塔）、廟などの宗教的な建造物が保存され
ています。また、浴場や、モンゴル帝国の王
族であるハーンが住んでいた宮殿や神殿の遺
跡も残されています。タタール系イスラム教
徒にとって、この歴史的な場所は、神聖な巡
礼の地となっています。
　遺跡群にはモンゴル帝国の首都があった場
所や、それ以前にヴォルガ・ボルガルの人達
が定住した場所があり、現在の居住地域は、
資産範囲の境界線のすぐ近くまで広がってい
ます。通りの遺跡側に住んでいた人々はほと
んど移住させられ、政府が土地を買い上げま
した。ロシア連邦政府は毎年約 1千万ユーロ
をつぎ込んで、この遺跡公園の開発をすすめ、
観光地化しようとしています。地元の人達の
熱狂的な支援もあります。この巨額投資には
もちろん利点があるのですが、大きな負の影
響も与えていることは否めません。
　本来この遺跡の地下には、大きなモスクや
霊廟といった古代の建物があり、それらの建
物は地上に大胆に復元されています。もちろ
ん建築材である石を気候の影響から保護した
り、壁を補強したり、また増加する観光客や
巡礼者が、構造物に対してダメージを与えな
いように手を加える必要はあるのですが、や
りすぎると、真実性・完全性といったものが
損なわれてしまうことになります。
　このことは、ハーンが住んでいた宮殿跡を
見ると明らかです。宮殿の遺構は、非常に限
定されたものでしたが、それを現代の屋根が
大きく覆っています。ここで現在見ることが
できる遺跡もオリジナルなものではなく、当
時のレンガや石は完全に現代の構造物で覆わ
れてしまっています。現在見ることができる
オリジナルの部分は、レンガがほんの少しあ
るくらいです。
　これは専門的な手法とはかけ離れた復元の
やり方で、ユネスコやイコモスとしては、と
ても承認できない手法です。しかし、地元自
治体や住民には、この地を巡礼の地として開
発したいという思いがあります。
　また、遺跡にすぐ隣接して、新しいモスク
を建てました。それ自体はもちろん問題あり
ません。しかし地元の人達は、それほど信仰
が厚いわけではなく、私がそこに行った時は、
千夜一夜物語のような刺激的な衣装を着たイ
スラム教徒の女性たちが映画の撮影をしてい
ました。これは、敬虔なイスラム教徒ならと
ても認められないでしょう。後ろのほうでは、
イスラム教徒の女の子が人懐っこく手を振っ
ているのが見えました。
　さらにこの場所で最も問題視されるのは、
イスラム教を記念して建てられた巨大な塔の
ような建物です。これは伝統的なつくりでも
なく、古代からの文化層が折り重なっている
遺跡の最も重要な部分の中央に、全く新しい
ものが建てられたのです。そして建物自体は
23．遺跡を覆う現代の構造物22．復元された構造物
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宗教的な施設ではないのですが、その中には
世界最大のコーランが収められています。こ
れはもちろん遺跡公園としての魅力を強化す
るために購入したものです。コーランが飾ら
れている後ろには、ギネスブック記録である
ことを承認するプレートが掲げられています。
　これで、私が先ほど「ディズニーランド化
現象」といったものがどういうことかを理解
していただけると思います。観光客や巡礼者
にもっと来てもらうために、遺跡公園に本来
の価値と関係のないもの、余計なものをどん
どん加えていっているのです。　　
　もちろん最近行われた発掘調査によって新
しい情報がたくさん出てきて、そして過去が
解明されるのはよいことですが、このような
余計な増改築は、地下遺構にとって決してよ
い影響を与えるものではありません。
　ところがこの遺跡の近くに住んでいる人達
にとっては、このディズニーランド化現象は
おそらくよい結果をもたらしているのでしょ
う。元々あまり豊かではない地域でしたが、
この遺跡公園の開発により、雇用の機会や観
光産業収入が増えました。中には、この遺跡
に住んでいて、立ち退きを余儀なくされた人
達もいましたが、それも全く悪い話ではなく、
補償金が十分に支払われています。遺跡にか
ける資金があるからそのようなことが可能に
なったのですが、私としては、ボルガルへの
交通手段が、今のところ十分に整ってないの
で、そこにたどり着くまでの交通インフラの
整備にもっとお金をかけることも必要だと思
っています。
　ボルガルの例をとってみると、この戦略が
成功すると、数年後には何十万という文化観
光を目的とした観光客や巡礼者が毎年訪れ、
地元の人達はもちろん利益を受けることにな
るでしょう。その一方でどんどん進んでいく
工事が、この遺跡に対して負の影響を及ぼし
ていることも事実です。
観光化による負の影響
　訪れる人の数が多いと、文化的資産の保全
状況に悪影響も与えます。その代表的な例に、
イタリアのポンペイがあげられます。ポンペ
イは、古代ローマの街ですが、18世紀に発見
され、200年を超える観光地としての歴史があ
り、そこを訪れる人の数は、どんどん増えて
います。政府が十分な対策を講じ、保存管理
をしっかりとしなければ、大惨事になってし
まいます。現に剣闘士達の家が倒壊してしま
った例があります。
　このような来訪者の増加はどこでも起こり
得ます。例えば、世界的に非常に有名なヨル
ダンのペトラ遺跡では、観光産業とマーケテ
ィングが進み、訪問者数が倍増しました。地
元のベドウィンの人達は、何年も前に遺跡の
ある場所から立ち退かされていますが、この
周辺の環境は、なかなか厳しいものです。訪
れる人が増加したことで遺跡の劣化は深刻化
しています。
　しかし、来訪者の数だけなく、観光産業は、
考古学資料の劣化に様々な影響を及ぼします。
考古学資料や資産を劣化させる主な要因を挙
24．新たな建造物
25．倒壊した剣闘士達の家
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げてみますと、人的なものと、自然に起因す
るものとがあります。これらの要因は全て、
世界遺産の遺跡の保全状況、そしてまた遺跡
と共存する人や、場合によっては遺跡やその
周辺に住んでいる人の生活の質と関わってい
ます。
　さらにまた、商業的な利益をむさぼるため
に、資産を直接的に利用してはいけません。
モスクの前で映画撮影をしていた女性たちの
話しをしましたが、あれは敬虔なイスラム信
者の目には、侮辱として映るのではないでし
ょうか。
　他にも考古資料の保存とは相容れない活動
が、遺跡に継続的に悪影響を及ぼしている例
はあります。例えば、音と光のショーのため
のケーブルが古代の石組みの暗渠を削って敷
設されたり、観光客用のバンや配達のトラッ
クをバックさせて、古代建物の円柱や壁にぶ
つけたり、といったことです。そのような出
来事が、国際的に報道されることもあります。
そうしたことが一度起きたところでたいした
ことではないと思うかもしれませんが、再発
防止の策を講じなければ繰り返されることに
なります。小さな影響が蓄積すれば、結果的
に遺跡が受ける影響は大きく、恐ろしいこと
になってしまいます。
　ペルーのマチュピチュで2000年に実際に起
きたことなのですが、「ザ・テザー・オブ・
ザ・サン（太陽を繋ぎとめる石）」と呼ばれる
モニュメントの一部が、アメリカの広告会社
がビールのコマーシャルを撮影している最中
に欠けてしまいました。
　ペルーの考古学者は報道機関に、「マチュピ
チュは我々の考古遺産の中心であり、『太陽を
繋ぎとめる石』は、そのマチュピチュの中心
なのです。我々の最も神聖な遺産を傷つけら
れたこの出来事は我々の先祖に対する侮辱で
す。」と言ったそうです。
　これは非常に重要な点をついていて、歴史
遺産は、今を生きる人々との繋がりがとても
重要であることを物語っていると思います。
その土地の、地域の、そしてその国のアイデ
ンティティーと直接繋がっていて、多くの世
界遺産は象徴的なものになっています。
地域住民の役割
　象徴的な歴史遺産について、最後にもう一
度私の母国、オランダの話に戻りたいと思い
ます。
　オランダの古典的な印象ということで思い
浮かべるもの、オランダ政府観光局も明確な
オランダのアイコンとしてあげるものに、チ
ューリップ、木靴、風車、そしてチーズがあ
ります。最近では年間 1千万人から大体 1千
100万人の観光客やビジネスマンが海外からオ
ランダを訪れ、数日間滞在します。その多く
がオランダの伝統的に有名なものや、レンブ
ラントの絵など、17世紀からの文化遺産を訪
れることを目的にし、およそ 5億ユーロとい
うお金を落としていくのです。
　ここで私は、先ほどお話したペルーの考古
学者のように、「これらが我々の最も聖なるオ
ランダの歴史遺産だ！」などと言うつもりは
ないのですが、ただやはりオランダ人も皆、
27．オランダを象徴する風車26．破損した「太陽を繋ぎとめる石」
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これらのチューリップや木靴、風車、チーズ
などが自分たちにとって象徴的な意味をもつ
ことをわかっていますし、オランダから遠く
離れた日本の皆さんも同じような感覚を持っ
ていらっしゃると思うのです。　　
　チューリップやチーズは無形遺産と考える
こともできますが、アムステルダムの運河周
辺のカナルハウスや風車群は、意識的に世界
遺産に登録されています。16、17世紀の家が
これほど多く残っていること自体は、人々が
ここに住み続けていた結果であって、決して
珍しいことではありません。ただ、風車の場
合は少し違い、オランダといえば風車と言わ
れるほど、実際にたくさんの風車が残ってい
ることは特に象徴的な現象だと言えます。
　16世紀後半から17世紀にかけて、風車が急
速に広まった時期がありました。様々な面で
オランダにとっての黄金時代であり、風車は
その経済の中心でもありました。17、18世紀
になって、外国の人々にも、オランダの風車
の発達がよく知られるようになりました。
　風車は必ずしもオランダにしかないわけで
はありませんが、やはりたくさん集まっている
のはオランダでした。オランダでは風車が排
水用に使われている点が珍しいということも、
国際的に認識されるようになりました。他の
国では、主にエネルギーや電力の供給、小麦
などの穀物の粉挽きに使われていたため、必
要とされた風車の数が少なかったのです。し
かし、オランダの場合には、低地の水を汲み
出す重要な排水設備として使われたため、よ
り数多くの風車が必要とされたわけです。
　またオランダの風車の特徴として、利用方
法やデザインが多種多様であることに加え、た
いへん大きかったこともあげられます。19世
紀の終わり頃には、他の国々では粉挽きに風
車が使われなくなり、大量に取り壊されまし
た。しかしオランダでは今でも風車の役割は
継続しています。
　20世紀の初め頃、風車は継続して利用する
べきだという考えで、技術革新をすすめ、そ
こから利益や競争力が得られるようにと、第
二次世界大戦の終わり頃までいろいろな研究
や実験も行われていました。戦後も、風車は
回る状態で保存しなければいけないという考
えが一部に残っていて、今も我々にとって、
拠り所となっています。　　
　例えば災害時には、発電や排水、また粉挽
きにもそれを使うことができるではないかと
言われています。風車の利用価値が高かった
ことから、建て方を知っている職人や、動か
し方を知っている粉屋がたくさん残っていま
した。いろいろな要因が組み合わさって保存
されてきたのですが、いずれにせよオランダ
人は風車が好きだったのでしょう。
　19世紀の終わりには、風車はオランダの象
徴になりました。オランダと言えば風車とい
うようになりました。そして、それだけでは
ありませんが、この新しい固定観念が、海外
の観光客をオランダに引き付ける大きな役割
を果たし始めました。
　もちろん新しい風車もつくられ、それは主
にエネルギー供給に使われています。同時に、
粉屋がボランティアで運転している風車も全
国にたくさんあり、それらのメンテナンスを
するボランティア団体もあります。時には新
しい風車が作られることもありますが、多く
の場合は古いものを、例えば羽根が取れてし
まったものを修復したりしながら、作動し続
けるようにボランティアが維持管理し、観光
客やオランダの人々に公開しています。また
風車で挽かれた粉は環境に優しいパン作りを
するパン屋で使われたりもしています。
　今日は、ヨーロッパでの事例をいろいろと
ご紹介してきました。私の国、オランダの例
でお話しますと、風車を存続させ、繁栄させ
続けているのは、風車群の 1つが世界遺産に
登録されたからではなく、地域の人々とその
モニュメントとの間に非常に密接な関係があ
るということからなのです。
　ご静聴ありがとうございました。
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Living with a World Heritage Site — European examples
WILLEMS, Willem (Leiden University)
■When a country signs UNESO World 
Heritage Convention, it also means to agree 
with implementing Article 5. This Article 5, 
even though it is not strongly worded, says 
that, a state party that signs the convention 
should also develop and implement a policy 
for heritage management. Here you see the 
relevance of World Heritage for general 
archeological heritage, the less spectacular 
sites under our feet. Of course, this is difficult 
to imagine when we are today discussing 
such massive structures as the imperial 
tumuli, but there are many small and 
completely invisible archeological sites that 
can nevertheless be very relevant.
The problem with most archeological sites is 
that they are buried and cannot be seen even 
when they contain important artifacts, the 
information about the past. In many countries, 
this article can be used as a very important 
stepping stone to improve and develop their 
system for heritage management, but also – 
and I shall return to this later – visible heritage 
maybe very much like the surf on the sea that 
indicates the presence of rocks just below the 
surface. Likewise, the visible heritage is 
almost always an indication of more to be 
expected invisibly in the surroundings. 
Although it does have wider implications, the 
main purpose of the convention remains to 
identify, inscribe, and thereby ensure the 
survival of the most important heritage assets 
of the world, those with so- called, Outstanding 
Universal Value.
■Heritage is perceived as relevant because it 
contributes to the identity, often to legitimize 
power. Managing archeological heritage, 
therefore, is never neutral and always to some 
degree politically sensitive. Whenever 
archeological remains are to be preserved as 
heritage or included in a permanent 
presentation, such as an archeological park, 
there is always a political decision making 
process, as I am sure you are all aware. 
Sometimes there is more than that.
One of the peculiar things about heritage is 
that valuation is, of course, always subjective 
and determined by the background and the 
training and the prejudices and many other 
characteristics of the persons that attach their 
value or even explicitly by their current 
economic interest or political goals. Therefore, 
heritage is always contested, and it has 
become established best practice that 
valuation should always be done in 
consultation with as many stakeholders as 
possible because only then you can get a 
broader view. That is the reason then why in 
preparation of a World Heritage nomination, 
nowadays, there is always a consultation 
progress of local inhabitants.
■As I mentioned, also in Europe, the 
involvement of local people in the decision 
making has brought about important changes. 
In addition to authority and specialists, they 
now have an important role in the nomination 
process. There are cases in Europe where 
the nomination process has even been 
stopped because of the negative opinion of 
local stakeholders who were afraid for 
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economic disadvantages. Most of the time, 
there are economic advantages, but 
sometimes it’s the opposite 
On the other hand, there are also situations 
where the economic interests from the local 
population are so strong that the specialists' 
advice is not heard sufficiently. The result can 
be an extreme economic exploitation that 
leads to inappropriate visitor fl ows and erosion 
of the World Heritage property or alternatively 
to the creation of inappropriate reconstructions 
or additions to the site damaging their value. 
The process sometimes described as the 
Disneyfi cation of World Heritage site.
I have listed the number of the most frequent 
causes of decline to archeological materials 
and properties; both human and natural. All 
these factors are relevant for the condition of 
the World Heritage site and for the wellbeing 
of the people that live with it, and sometimes 
on it, but there are additional causes as well 
such as direct exploitation for commercial 
reasons.
■The connectedness of people to their 
heritage is of great importance. Quite often 
there is a direct connection to the local, 
regional, or national identity and quite a bit of 
heritage is iconic.
For example, at the end of the 19th century, 
windmill developed into an icon for the 
Netherlands and for Dutch identity, and this 
new stereotype began to play a major role in 
international tourism to the Netherlands, but 
not only that. Of course, there are now new 
windmills that are used specifi cally for the 
supply of energy, but there are also dozens of 
windmills all over the country that are still 
being operated by volunteer millers and there 
are associations of volunteers that maintain 
them.
Occasionally, a new one is built, but more 
often old windmills that have lost their wings 
are being restored and the same volunteers 
keep them operational, open them up for 
tourists and the Dutch public alike and they 
are used to mill grain that is used in ecological 
bakeries and such.
So, to round off this overview of European 
practices with this example so close to my 
home, it is not the World Heritage Status of 
one group of these mills, but the intimate 
relation between the local population and the 
monuments that lets them survive and lets 
them thrive.
